
（第３種郵便物認可） 2023年（令和5年）11月21日（火曜日） （4）

６
文
字
の
場
合

の
ベ
タ
見
出
し

 

●
●
●
●
●
●
●

６
文
字
の
場
合

の
ベ
タ
見
出
し

 

●
●
●
●
●
●
●

 

●
●
●
●
●
●
●

７
〜
８
文
字
の
場

合
の
ベ
タ
見
出
し

 

●
●
●
●
●
●
●

７
〜
８
文
字
の
場

合
の
ベ
タ
見
出
し

 

●
●
●
●
●
●
●

 

●
●
●
●
●
●
●

総論倉 庫 ・ロ ジ ス テ ィ ク ス 特 集 （４～19面）

　経
済
産
業
省
、
国
土
交
通

省
、
農
林
水
産
省
が
６
月
に
策

定
し
た
「
物
流
適
正
化
・
生
産

性
向
上
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指

針
）」
に
は
、
倉
庫
・
物
流
セ

ン
タ
ー
運
営
に
関
わ
る
項
目
が

複
数
含
ま
れ
る
。

　国
交
省
の
平
沢
崇
裕
物
流
政

策
課
長
は
「
物
流
施
設
周
辺
で

の
荷
待
ち
削
減
、
出
庫
情
報
の

事
前
提
供
な
ど
を
通
じ
、
将
来

倉庫・センター運営と
物流適正化・生産性向上

ガイドライン

解 説

的
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
物

流
構
築
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」

と
す
る
。

　Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
に
よ
れ

ば
、
来
春
の
残
業
上
限
規
制
適

用
に
伴
い
２
０
２
４
年
度
に
は

14
％
の
輸
送
力
が
不
足
す
る
。

輸
送
力
不
足
を
補
う
た
め
に
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
物
流
企

業
と
荷
主
が
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
事
項
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

３
省
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
、
物
流
業
界
団
体
、
荷
主
業

界
団
体
に
対
し
、
年
内
を
め
ど

に
自
主
行
動
計
画
を
策
定
し
公

表
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
９

月
末
に
は
即
席
麺
メ
ー
カ
ー
が

加
盟
し
て
い
る
日
本
即
席
食
品

工
業
協
会
が
提
出
し
た
。

関
係
項
目
14
個

と
役
割
大
き
い

　ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
物
流

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
荷
待
ち
の

現
状
把
握
や
削
減
に
関
わ
る
も

の
、
パ
レ
ッ
ト
な
ど
の
物
流
標

準
化
、
下
請
け
取
引
や
運
賃
・

料
金
見
直
し
に
関
わ
る
も
の
な

ど
計
14
項
目
へ
の
対
応
を
倉
庫

・
３
Ｐ
Ｌ
企
業
に
求
め
て
い
る

＝
表
。

　平
沢
課
長
は
「
内
容
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
物
流
適
正

化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
て
倉

庫
・
３
Ｐ
Ｌ
企
業
が
担
う
役
割

は
大
き
い
」
と
話
す
。

　多
く
の
項
目
の
中
で
、
特
に

重
点
を
置
い
て
ほ
し
い
も
の
は

何
か
。「
倉
庫
に
は
車
両
の
待

機
の
現
状
把
握
と
削
減
に
努
め

て
ほ
し
い
」
と
平
沢
課
長
。

　荷
待
ち
に
は
、
港
や
建
設
現

場
で
の
搬
出
入
の
よ
う
に
荷
主

都
合
で
庭
先
で
は
な
く
近
隣
で

の
待
機
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も

含
む
。

　指
針
で
は
全
て
の
運
行
を
対

象
に
、
ま
ず
は
１
運
行
当
た
り

の
荷
待
ち
と
荷
役
の
合
計
所
要

時
間
が
２
時
間
超
の
場
合
、
２

時
間
以
内
に
収
め
る
こ
と
を
発

・
着
荷
主
に
求
め
て
い
る
＝

図
。

　さ
ら
に
、
既
に
２
時
間
以
内

を
達
成
し
て
い
る
発
・
着
荷
主

に
は
１
時
間
以
内
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
と
し
て
い
る
。

庫
内
作
業
の
効

率
化
通
じ
改
善

　国
交
省
は
荷
待
ち
時
間
の
現

状
を
把
握
で
き
て
い
な
い
事
例

も
多
い
と
み
て
い
る
。
そ
こ

で
、
車
両
予
約
シ
ス
テ
ム
、
業

務
量
を
可
視
化
で
き
る
ア
プ
リ

な
ど
を
活
用
し
荷
待
ち
状
況
を

把
握
し
つ
つ
、
結
果
を
基
に
庫

内
作
業
を
効
率
化
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
業

務
量
に
合
わ
せ
た
適
切
な
作
業

員
の
配
置
、
業
務
の
見
直
し
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
だ
。

　国
交
省
は
、
荷
役
時
間
の
大

半
を
占
め
る
積
み
降
ろ
し
の
効

率
化
に
向
け
て
は
、
パ
レ
ッ
ト

の
活
用
が
有
効
と
み
て
お
り
、

大
型
家
電
な
ど
の
パ
レ
ッ
ト
活

用
が
難
し
い
荷
種
以
外
は
、
国

が
標
準
仕
様
と
し
て
い
る
平
面

サ
イ
ズ
１
１
０
０
×
１
１
０
０

㍉
㍍
の
パ
レ
ッ
ト
に
よ
る
荷
役

を
求
め
て
い
る
。

発
注
前
倒
し
、平

準
化
も
併
せ
て

　加
え
て
、
平
沢
課
長
は
「
３

Ｐ
Ｌ
企
業
に
は
荷
待
ち
削
減
に

つ
な
が
る
、
出
庫
数
日
前
の
オ

ー
ダ
ー
情
報
事
前
提
供
、
車
両

積
載
率
向
上
に
つ
な
が
る
、
繁

閑
期
の
平
準
化
や
、
一
部
時
間

帯
に
集
中
す
る
納
品
の
分
散
を

は
じ
め
と
す
る
発
注
の
適
正
化

の
積
極
的
な
実
施
を
求
め
た
い
」

と
話
す
。

　国
交
省
は
実
態
の
把
握
な
ど

に
よ
っ
て
、
荷
待
ち
削
減
や
車

両
積
載
率
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
社
内
、
荷
主
、
協
力

会
社
に
説
得
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

　実
現
す
れ
ば
、
作
業
員
と
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
の
削
減

が
可
能
な
た
め
、
自
社
と
協
力

会
社
双
方
の
労
働
環
境
整
備
に

つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　国
と
し
て
は
倉
庫
・
３
Ｐ
Ｌ

企
業
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

政
府
が
10
月
に
公
表
し
た
「
緊

急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
、
車
両

荷
待
ち
削
減
に
向
け
て
は
自
動

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
Ａ
Ｇ
Ｖ

（
無
人
搬
送
車
）、
ピ
ッ
キ
ン
グ

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
物
流
施
設

の
機
械
化
推
進
を
掲
げ
て
い

る
。　他

に
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷

役
負
担
軽
減
・
輸
送
効
率
化
に

つ
な
が
る
車
両
予
約
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
導
入
も
含
ま
れ
る
。
実

現
に
向
け
た
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
国
交
省
は
必
要
な
予
算
を

確
保
す
る
方
針
だ
。

荷
待
ち
削
減
や
情
報
共
有
求
め

将来的な担い手不足対応

 指針の中で、国が倉庫・3PL企業に
実施を求めたい項目　　　　　　　

● 荷待ち、荷役時間の把握と時間短縮
● 入出庫業務の効率化につながる機材の配置
● 物流システムやパレットなどの標準化
● 荷役時の安全対策
● 業務時間の把握分析
● 長時間労働の抑制
● コスト上昇分や荷役に関わる対価の運賃・料金反映に
向けた取り組み
● 下請け取引の適正化
● ドライバーや作業員の賃金水準向上
● 契約見直し、書面化
● トラック予約システムの導入
● 庫内業務の効率化、作業負荷軽減による労働環境改善
● 入出庫ロットの大口化、平準化、受発注時間の前倒し
● 物流改善提案

荷待ち・荷役時間削減の取り組み方

１運行当たりの荷待ち・荷役２時間超

荷待ち・荷役時間
２時間以内に

荷待ち・荷役時間
１時間以内に

未達成 達成

車両予約システ
ムや庫内作業量
を可視化できる
アプリを活用し
た実態の把握

モ
デ
ル
を
変
革
し
、
強
く
な

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　物
流
企
業
が
持
続
的
な
経

営
を
目
指
す
た
め
に
は
、
自

社
単
独
の
改
善
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
業
界
内
だ
け
で

な
く
、
荷
主
と
も
手
を
組
ん

で
改
善
を
進
め
て
い
く
必
要

　物
流
が
止
ま
れ
ば
、
世
の

中
は
止
ま
る
。
な
の
に
、
物

流
業
界
は
、
３
社
が
１
人
を

取
り
合
う
ほ
ど
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
抱
え
、

生
産
性
が
低
く
、
い
ま
だ
に

物
流
＝
コ
ス
ト
と
位
置
付
け

て
い
る
荷
主
す
ら
あ
る
。

　問
題
は
、
荷
主
や
元
請
け

か
ら
仕
事
を
も
ら
う
こ
と
に

依
存
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
依

存
型
の
モ
デ
ル
は
受
け
身
で

し
か
な
く
、
企
業
と
し
て
の

自
立
性
は
低
く
な
っ
て
し
ま

う
。物
流
企
業
は
、ビ
ジ
ネ
ス

が
あ
る
。
大
事
な
の
は
、「
選

ば
れ
る
理
由
」
を
創
り
、
プ

ロ
と
し
て
荷
主
に
「
任
せ
て

ほ
し
い
」
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
こ
と
だ
。

　Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点
へ
運

ぶ
だ
け
、
倉
庫
で
保
管
す
る

だ
け
と
い
っ
た
単
発
業
務
で

対
価
を
収
受
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
、
商
品
の
安
定
供

給
や
物
流
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
業

務
を
担
う
段
階
へ
。
さ
ら
に

は
荷
主
の
経
営
陣
が
判
断
し

た
投
資
計
画
が
適
切
か
ど
う

か
を
見
極
め
、
よ
り
良
い
提

案
を
行
う
と
い
っ
た
戦
略
策

定
を
担
う
、
よ
り
上
位
の
段

階
を
追
い
求
め
、
選
ば
れ
る

理
由
を
磨
い
て
い
く
姿
勢

が
、
会
社
を
強
く
す
る
。

　自
己
変
革
を
図
り
、
持
続

的
な
経
営
を
目
指
す
た
め
の

４
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

挙
げ
た
い
＝
表
。

「
＋
α
」で
収

益
を
高
め
る

　１
つ
目
は
、「
物
流
＋
α
」

型
。
物
流
を
〝
オ
マ
ケ
〞
に

す
る
逆
転
の
発
想
で
、
工
事

や
加
工
、
販
売
と
い
っ
た
物

流
が
つ
な
が
る
領
域
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り
収
益

を
高
め
て
い
く
モ
デ
ル
だ
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
自
社

の
手
掛
け
て
い
る
業
務
の
前

後
の
工
程
は
何
か
、
そ
の
工

程
を
荷
主
が
ど
こ
に
外
注
し

て
い
る
か
と
い
う
視
点
が
大

事
に
な
る
。

　物
流
と
、
そ
の
前
後
の
工

程
を
含
め
て
最
適
化
を
図
る

た
め
に
は
、
つ
な
ぎ
目
を
な

く
す
こ
と
が
必
須
。
物
流
の

前
工
程
で
あ
れ
ば
買
い
付
け

や
販
促
企
画
、
後
工
程
で
あ

れ
ば
据
え
付
け
工
事
や
返
品

処
理
と
い
っ
た
領
域
も
合
わ

せ
て
、
つ
な
ぎ
目
と
な
る
物

流
を
手
掛
け
る
企
業
が
手
掛

け
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　「サ
ー
ビ
ス
特
化
」
型
は
、

集
中
特
化
に
よ
る
効
率
化
と

シ
ェ
ア
獲
得
を
図
る
モ
デ

ル
。
エ
リ
ア
、
顧
客
、
商
品

の
特
定
を
絞
っ
て
、
競
争
状

況
か
ら
一
歩
抜
け
出
す
市
場

影
響
シ
ェ
ア
と
い
わ
れ
る
26

・
１
％
以
上
を
狙
う
や
り
方

だ
。

川
上
か
ら
川
下

ま
で
一
貫
し
て

　次
に
「
ド
メ
イ
ン
（
領
域
）

特
化
」
型
。
ア
パ
レ
ル
、
食

品
と
い
っ
た
業
界
・
荷
種
の

特
性
を
把
握
し
、
調
達
↓
生

産
↓
販
売
と
い
っ
た
川
上
か

ら
川
下
ま
で
一
貫
し
て
、
サ

ー
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
る
モ
デ

ル
だ
。
自
社
は
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
手
掛
け
て
い
て
、
ど
こ

に
ス
キ
マ
（
手
掛
け
ら
れ
て

い
な
い
サ
ー
ビ
ス
）
が
あ
る

か
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
狙

う
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
見
え

て
く
る
。
自
社
で
幅
広
く
物

流
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
管
理
す

る
こ
と
は
、
最
適
化
に
も
つ

な
が
る
。

　最
後
は
、
自
社
の
実
績
を

外
販
す
る
「
本
業
拡
大
」型
。

自
社
で
使
っ
て
い
る
Ｗ
Ｍ
Ｓ

な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
や
、

長
尺
物
向
け
の
保
管
ラ
ッ
ク

の
よ
う
な
特
殊
な
じ
ゅ
う
器

を
他
社
に
も
利
用
し
て
も
ら

い
、
稼
ぎ
に
つ
な
げ
て
い

く
。
現
場
目
線
で
企
画
・
開

発
し
た
シ
ス
テ
ム
や
じ
ゅ
う

器
の
利
用
を
広
げ
て
い
け

ば
、
標
準
化
に
も
貢
献
で
き

そ
う
だ
。

　こ
れ
ら
４
つ
の
モ
デ
ル
を

組
み
合
わ
せ
て
、
自
社
の
経

営
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

誇
り
や
使
命

の
明
確
化
を

　ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革

さ
せ
、
推
進
す
る
た
め
に

は
、
自
社
の
誇
り
や
使
命
の

明
確
化
で
、
魅
力
の
あ
る
会

社
を
目
指
し
た
い
。
荷
主
に

も
、
働
く
人
に
も
「
会
い
た

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
選
ば
れ
る
会
社
だ
。

　さ
ら
に
、
特
定
の
得
意
先

に
偏
ら
ず
毎
月
安
定
的
に
仕

事
を
つ
く
る
た
め
に
依
存
率

を
低
減
し
、
基
幹
と
な
る
業

務
手
順
の
見
直
し
を
進
め
る

こ
と
も
不
可
欠
。
荷
主
に
提

案
で
き
る
「
戦
略
人
財
」
の

育
成
に
加
え
、
人
事
、
シ
ス

テ
ム
、
広
報
と
い
っ
た
分
野

を
担
う
「
専
門
人
財
」
の
確

保
も
欠
か
せ
な
い
。

４つのモデルを検討する
モデル コンセプト 検討の視点

「物流＋α」
モデル

物流がつなが
るサービス

自社の前後の工程
は何か
顧客の外注先はど
こか

「サービス特化」
モデル

集中効率化と
シェア獲得

シェア26.1%以
上を狙うための分
母を絞る

「ドメイン特化」
モデル

業界・荷種の
特性を把握 顧客のスキマ分析

「本業拡大」
モデル

自社実績の外
販

自社のノウハウ、
業務改善・人材育
成をサービスメニ
ューにする

タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　土
井 

大
輔 

執
行
役
員

「
選
ば
れ
る
理
由
」創
ろ
う

 
４
つ
の
モ
デ
ル
で
自
己
変
革

　物
流
企
業
が
持
続
的
な
経
営
を
目
指
す
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
土
井
大
輔
執
行
役
員
は
、
４
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
示
し
、「『
選
ば

れ
る
理
由
』
を
創
り
、
会
社
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
強
調
。
運
ぶ
だ
け
、

保
管
す
る
だ
け
の
業
務
か
ら
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
領
域
へ
と

サ
ー
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
る
姿
勢
が
会
社
を
強
く
し
て
い
く
と
提
言
す
る
。

 

（
文
責
・
水
谷

　周
平
）

　ど
い
・
だ
い
す
け
＝
大
手
シ
ス
テ
ム
機
器
商
社
を
経
て
、
タ
ナ
ベ
経

営
（
現
・
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
入
社
。
２
０
１
６
年
か
ら
「
物

流
経
営
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
物
流
業
の
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
開
発
。
荷
主
側
の
経
営
課
題
を
把
握
し
た
上
で
の
物
流
企
業
の

事
業
戦
略
構
築
を
得
意
と
す
る
。
著
書
に
『
物
流
業 

４
つ
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）。

巻頭言 持続的経営を目指して


